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第２４期 国立市社会教育委員の会（第８回定例会）会議要旨 
令和３年１２月２１日（火） 

［参加者］ 
・くにたち市民芸術小ホール担当者 
・社会教育委員  日野、砂押、石居、矢野、桒畑、中野、朝比奈、笹生、倉持、生島 
 
［事務局］井田、土方、長谷川 
 
 
生島議長 さて、倉持副議長以外はお集まりです。欠席等の御連絡もないということ

なので、恐らく今向かわれているところではないかと思います。定刻になりま
したので、第２４期国立市社会教育委員の会第８回定例会を開会したいと思い
ます。よろしくお願いいたします。 
 定数に達しておりますので、本日の会議を始めさせていただきます。 

 まず、本日の配付資料につきまして、事務局から御説明をお願いいたします。 
 
事務局 事務局でございます。本日もよろしくお願いいたします。 

 配付資料を確認させていただきます。お手元、一番上に次第が載っているほ
うの山を御覧ください。次第の下に資料１から５までございます。資料１と２は
事前にお送りしていますが、資料３から５までは本日、机上で初めて配付する
ものとなってございます。資料５については、芸小ホールさんのほうから、今
回のヒアリングの参考資料として御提出いただいたものをつけてございます。 
 もう一つ、議事録が一番上に載っている山を御覧ください。一番上が第７回
の議事録でございます。内容について修正等なければ、市のホームページに掲
載させていただきます。その下に、公民館だより、図書室月報、図書館のいんふ
ぉめーしょん、それから、順番が逆になっているかもしれませんが、とうきょ
うの地域教育、財団が発行しているオアシスをおつけしております。 

 配付資料は以上でございます。 
 
生島議長 ありがとうございます。 

 では、今月から早速ヒアリングということになります。本日は国立市の芸術
小ホールから、施設の担当の方へのヒアリングになります。 
 ヒアリングを始める前に、資料１について事務局から御説明をお願いいたし
ます。 

 
事務局 事務局でございます。資料１をまず御覧ください。 

 前回、第７回の定例会で案を出させていただき、会議でいろいろ御意見いた
だきましたものをまとめたものとして、こちらの資料１を作成させていただい
ております。こちらの項目は、既に財団の各館へ、回答をお願いしているとこ

ろでございます。 
 続きまして資料２を御覧ください。こちらは「施設担当者ヒアリングの流れ」
というタイトルでございますが、今回から司会進行という役を担っていただく
方がそれぞれいらっしゃいますので、大まかなヒアリングの流れをまとめたも
のを資料としてお配りしております。基本的にはこういった流れで進行いただ
ければと思ってございます。 
 それから、資料５も御説明いたしますと、先ほどもお伝えしたように、今回
のヒアリングに当たりまして、芸小ホールさんから資料を頂いておりますので、
こういった資料も御覧いただきながら、ヒアリングを行っていただければと思
っております。 
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 資料１、資料２、資料５の説明は以上でございます。 
 

生島議長 ありがとうございます。 
 では、もうお待ちいただいているということで、早速ですけれども、ヒアリ
ングを進めていきたいと思います。 
 前回決めましたとおり、司会は分担制ということになっておりまして、今回
に関しましては砂押委員と石居委員にお願いしたいと思います。 
 では、バトンタッチさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。 

 
（くにたち市民芸術小ホール担当者 入室） 

 
砂押委員 それでは、これから、くにたち市民芸術小ホールの施設担当者の方へのヒ

アリングをさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 私、司会進行を務めます、国立市社会教育委員の砂押と申します。どうぞよ
ろしくお願いいたします。 

 
石居委員 同じく司会進行を務めます、社会教育委員の石居と申します。図書館協議

会からの選出になります。よろしくお願いいたします。 
 
砂押委員 最初に、私ども社会教育委員の全員から、簡単に自己紹介をお願いしたい

と思います。 
 ＮＨＫ学園の砂押でございます。よろしくお願いいたします。 

 
石居委員 先に言ってしまいました、図書館協議会選出の石居と申します。よろしく

お願いいたします。 
 

砂押委員 あと、こちらから順番にお願いします。 
 
日野委員 国立第三小学校校長の日野と申します。よろしくお願いいたします。 
 
矢野委員 公民館運営審議会からの選出で来ております、矢野と申します。よろしく

お願いいたします。 
 
桒畑委員 国立市体育協会の副理事長をやっています、桒畑亨と申します。よろしく

お願いいたします。 
 
中野委員 青少年育成会の委員長会から出ております、中野と申します。よろしくお

願いいたします。 

 
朝比奈委員 私、国立市の民生委員から選出されました、朝比奈と申します。よろし

くお願いします。 
 
笹生委員 一応有識者ということになりますが、東京女子体育大学から参りました笹

生と申します。どうぞよろしくお願いします。 
 
倉持副議長 東京学芸大学の倉持です。どうぞよろしくお願いします。 
 
生島議長 帝京大学で社会教育を担当しております生島と申します。よろしくお願い
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いたします。 
 

砂押委員 ありがとうございました。 
 続きまして、御出席いただいております芸小ホールの方も、簡単に自己紹介
をいただければと思います。 

 
芸小担当者 くにたち市民芸術小ホール館長です。よろしくお願いいたします。 
 
芸小担当者 芸術小ホールの主査、プロデューサーです。よろしくお願いいたします。 
 
砂押委員 ありがとうございます。 

 ヒアリングに入る前に、このヒアリングの趣旨をお伝えしたいと思います。 
 第２４期の国立市社会教育委員の会では、研究調査の一環としまして、市内
の生涯学習関連施設における、横断・連携の実態や事例というものを、まずは

把握したいと考えております。そう考えたのも、国立市の生涯学習振興・推進
計画の中に、そういった横断・連携についての課題が書かれていたということ
もありまして、今回詳しく実態をお伺いしたいということでお願いしたわけで
ございます。 
 施設担当のお二方におかれましては、御自身の施設が行っている自主事業等
での横断・連携に関わる好事例や、事業を進める中で抱えている課題等につい
て、事前にお願いしておりますヒアリング項目に沿って、お話しいただければ
と思っております。御説明いただいた後には、委員のほうから、少し内容につ
いて質問させていただきたいと考えております。 
 １時間程度と思っていますけれども、こういう時期でもありますので、なる
べく早く終われればと思っておりますので、何とぞよろしくお願いします。 
 それでは、資料に基づいて御回答のほうを御紹介いただいてよろしいでしょ
うか。 

 
芸小担当者 主に私のほうから御説明を申し上げます。 

 資料は２種類御用意いたしまして、文章だけの「芸術小ホール資料」という
もの、もう一つ、表になっているものがあります。表のほうは御参考にという
ことで、御覧ください。文章のほうで御説明していきます。 
 設問で、他の施設・機関等と連携して実施している特徴的な事業ということ
でしたが、他の施設・機関というのが市内に限ってのことかなとちょっと思っ
たのですが、取りあえずもう少し広い意味で、私どもとして他の機関、施設と
連携しているものということで掲げてみました。［１］から［５］まで分けてお
ります。 
 ［１］は一般財団法人地域創造との連携としております。 
 この地域創造という団体ですけれども、１９９０年頃に当時の自治省と、全

国の地方団体等と組んで作られた一般財団法人なのですが、当時非常に箱物行
政みたいな批判が強くて、地域における公共ホール、もうちょっと頑張りなさ
いよということで、要するに担当者の企画力を伸ばすこと、それとそういった
企画を通して地域の活性化をつなげなさいということでつくられた団体です。
非常にいろいろな事業がありまして、そこに、基本的には私どものような公共
施設が、これをやりたいですと申請書を出して、企画書のようなものなんです
けれど、それが通ればその事業を実施することができると。大概は予算的な、
お金の援助も受けられますし、企画直接に携わるような、例えば人を派遣して
くださったり、リストを紹介、あるいはアーティスト派遣ということをやって
くれているところです。 
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 ということで、この団体との事業というのが幾つか過去にありまして。現在
動いているのは１番の公共ホールクラシック音楽活性化支援事業、それと今年

もやりましたが、２番の公共ホール現代ダンス活性化支援事業、３番は過去に
やったものも書いております。 
 この中で、ホールで何か公演を実施するのと同時に、アウトリーチという手
法を必ず取り入れるようにということがあります。アウトリーチというのはそ
のまま、外に伸ばす、つまりホール、文化施設の中から特にアーティストをど
こか外に連れて行って、活動するということなんですね。もともとは公演にい
かに人を呼び込むかというところが目的ではあるんですが、やってみるとそれ
ぞれの現場で、特に教育現場が多いんですけれども、やはりいろいろないいも
のが出てくる。 
 後のほうでも出てくるんですけれど、皆さん大体、小学校時代に体育館で何
か見たりしたことがあると思うんですけれど、そうではないんですね。クラス
ごと、非常に人数を限った対象で行うんです。だから取りこぼしがない。そこ

が非常に大事なところでして。逆にそれが学校側として受け入れづらいところ
もあるんですが、そのことが非常に功を奏して、音楽の教育といったことにつ
ながるのもあるんでしょうけれども、もうちょっと違った意味も、アーティス
トってこんなふうに考えていて、生きているんだなとか、こんな変わった人が
いるんだなとか。自分はちょっと勉強できないけど、こんなことだったら面白
そうだなとか。そういった福祉的なといいますか、そちらのほうにまで効果が
あるということが言われております。それについてはいろいろ資料があると思
いますので、御興味があればお調べいただければと思います。 
 ちょっと戻りますけれども、クラシック音楽と現代ダンス、ちょっと分かり
づらいんですが、こういったことを通じて、そのような事業をしてまいりまし
た。 
 ［２］は東京都歴史文化財団。これは東京都の文化財団なんですが、そちらと
の連携というのもやっております。１から５まであるんですけれども、東京文

化会館もアーツカウンシル東京も、この歴史文化財団の中にある団体なんです
が。毎年やっております１番のフレッシュ名曲コンサートであるとか、２番の
オリパラ事業、これはアーツカウンシルでやっています。３番もオリパラです
ね。４番の子どもたちと一緒にダンスの舞台を作るという事業であったり、５番
は多分１０年ぐらい前ですけれど、平成２４年頃に多分やっていたんですけれ
ど、こういったこともやっております。 
 これらに関しましても、場所は私どもを拠点としまして、アーティストが派
遣されたり、都の助成金が交付された事業となっております。 
 ［３］国立音楽大学との連携ということで、やはり地域におけます文化芸術
の範囲におきましては、非常に大切な地域資源ということで国立音楽大学とも
連携しましょうということで、１番の「ピアノ３００年物語」というのが多分
１０年、１１年ぐらい前ですか、それに端を発して、音大との連携がつながっ

ております。音大生あるいは卒業生の演奏会ということですね。 
 ［４］はアウトリーチ事業となっていますが、これは私どもの主催事業とし
てやっておりました。先ほどの［１］と［４］のアウトリーチ事業をまとめたも
のが、この別紙の記録一覧表となっております。 
 ざっと見ていただきますと、やはり小学校が割に多いです。ただ、後でも言
いますけれど、小学校もやはり受け入れてくださるところと、難しいよと言う
ところが、今のところどうしても偏りが出ちゃっていまして、三小さんなどは、
まだまだ行けていないところもありまして、それをこれから、どうやって全部
の学校を回っていこうかというところです。 
 ただ、私どもも人の数であったり予算も限りがあるもので、この事業は今、
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先ほど言いました音楽活性化事業のほうにシフトしていまして、止まっている
ような状況です。 

 ［５］その他といたしまして、こういったところといろいろ共同してやって
おりますということで、御覧いただければと思います。 
 一番下、今後の予定ということで、フレッシュ名曲コンサートであるとか、
クラシック音楽活性化支援事業であるとか、そういったことはこれからも続い
ていくし、１番の文化庁巡回公演というのは、私としては特筆したいと思って
いるところです。私どもで作った舞台の作品が、文化庁の巡回公演というのは、
いろいろ演劇とかありまして、リストがあるんですけれど、その中から小学校
等が呼びたいと選ぶわけです。私どもの作品がそのリストに入りまして。学校
のほうからオファーがあるかどうかは別として、初めての応募で入れていただ
いて。なかなか珍しいことだそうです。 
 ちなみに、もしこれが巡回に行くことになりますと、僻地か離島ということ
になっておりまして。来年度ですが、行ってみたいなと思っているところです。 

 以上が、設問の（１）に対するものです。 
 続きまして、アの、その事業の内容や連携先、連携を始めた経緯や狙いとい
うことで、ここに書いているんですけれども。 
 今、申し上げたところもありますけれども。やはりお金的な、助成が得られ
るということが非常に大きいです。それと、紹介してもらえる、あるいは派遣
してもらえるアーティストが、なかなか私ども単館だけではお付き合いがしづ
らい方を呼ぶことができる。あるいは、そこからどんどん広がって、内容的に
も広がるし、またお付き合いする方も広がっているなというのが印象ですね。 
 次にイ、連携している内容、連携先との役割分担や連携に当たっての工夫と
いうことで、これも今申し上げたようなところなんですけれども。ここに書い
た共催というのは、主に今申し上げたような助成金が得られるということで、
そのほかの制作は私たちがやらなきゃいけないわけです。協力となると、私ど
もとしては制作、広報を分担してやったり、アーティスト紹介をするだけとい

うことになったりもします。 
 ウ、連携を行ったことによる効果や感じている課題。これもこちらに書いて
あるとおりですけれども、とにかく広がっていくし、私たちの名前もどんどん
出していけるというところがありまして。例えばホールだと、その中だけで完
結ということにいかないといいますか、お客さんを外から呼ばなきゃいけない
ですし、私たちの名前というのもどんどん売っていかなくてはいけないし、私
たちのホールの特徴みたいなものもどんどんアピールしていきたいというとこ
ろで、こういった連携事業というのが役立っていると思っています。 
 もうちょっと具体的に言いますと、［１］から［５］に書いてあるとおりなん
ですけれども、制作のノウハウが蓄積できたとか、非常に著名な方を呼ぶこと
ができたとか、例えば［２］のフレッシュ名曲コンサートは、これも７、８年前
になるんですけど、とあるアーティストさんが決まっていたのですが、その方、

非常に優秀なピアニストなんですけれど、突然ロシアの先生に見初められてロ
シアに行ってしまわれたのですが、そのピアニストがこの間ショパンコンクー
ルで２位を取った反田恭平さんです。また、出演いただいたことがある務川慧
悟さんは、今年の８月ですか、エリザベート王妃国際音楽コンクールで３位を
取った方です。要するに伸びる方、売れるのが分かっているような方々が来て
くれるようになっています。最近でも、弦の人でも何の人でも、どんどん著名
になっているアーティストを呼ぶことができて、非常にありがたい事業となっ
ております。 
 課題がありましたね。すみません。課題のところはちゃんと言ったほうがい
いですね。地域創造のことですと、非常にいろいろな事業をやってらっしゃる
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んですけど、やはり私どものスケールとか規模、人数もあるんですけれども、
そういったものとなかなか合わないものがあったりするんですね。例えば演劇

関係ですと、演出家を学校に派遣して、演劇を作りましょうみたいなものもあ
ったりするんですけど、それはなかなか学校にとってはハードルが高いんじゃ
ないかと勝手に思っちゃうんですけど。そんなこともありますが、徐々に私た
ちとしても、どうすればできるのかといったところを探っていきながら、そう
いったことも積極的にやっていきたいと思っています。 
 ［３］国立音楽大学との連携ですけれども、何か特徴あることをやっていこ
うということで、例えば立川市でも国立音楽大学との連携事業ってやっている
んですけど、どうしてもクラシックが多いんですね。私たち、小さいところな
ので、逆にそれを生かして、ちょっと変わったことをやりたいということで、
現代音楽を中心にやっていきましょうということにしたんですが、非常に集客
が難しいので、そこは課題かなと思っています。 
 ［４］のアウトリーチ事業ですが、今日ここが一番申し上げなくてはいけな

いんですけれども。例えば年１回、必ず全部の学校に、同じ学年にこのアウト
リーチ事業を展開することができたら、それはいいのかなと思うんですが、な
かなかそこまで行ってないんですね。年に一度で６校ぐらいですか。もちろん
学校さんのほうの都合もあるでしょうし。ただ、これを何とか、国立市で小学
校生活を送れば、必ず１回はアーティストとの接点が身近に持てるみたいにし
ていけたらいいなと思っています。 
 あと、内容についても、音楽をやったり、落語をやったり、いろいろあるんで
すけれども、単なるお楽しみ会にならないようにするには、どうしたらいいの
かということは考えています。なかなか難しいんですけれど。 
 それと、今は予算がないもので、前述の音楽活性化事業のほうにアウトリー
チを集約しちゃっていますが、この音楽活性化事業はあと３年ぐらいあるんで
すけれど、それが終わった後にまたこれを再開していきたいんですが、より組
織的にやっていきたいと思っています。 

 その他の部分でいうと、企画性ってすごく大事でして、お金を出して誰か呼
んできてポッとやるというものでもなくて、やはりその都度、この場には、あ
るいはこの企画にはどうしたらいいのかなというのを考えていかなきゃいけな
いので、それなりに時間と能力というか、やはり企画力が必要と思っておりま
す。 
 （２）他の施設・機関と連携する必要があると感じているものの、できていな
いものということでは、やはりアウトリーチ、先ほどから言っているところで
すね。学校を中心に、ぜひこの事業を進めていきたいと思っておりますので、
現場の学校さんのほうはいろいろ大変でしょうけれども、ぜひ受け入れてみよ
うかなというふうに思っていただけると、検討に入っていただけると、うれし
いなと思っております。現在、活性化事業の担当者は、校長会のほうに時々お
邪魔して、御説明して、ぜひ受け入れてくれませんかみたいなお願いをしてい

るところであります。 
 最後、コロナ対策です。逆にそれで始めた連携の取組ということでいただい
たんですが、困難ということでは、やはりなかなかアウトリーチの受入れが難
しかったというのがあります。よかったことといいますか、新たに始めたこと
では、いろいろ事業がどうしても中止になったり、延期になったりしたんです
が、それではいけないということで新しく小さな作品を作ったのが、先ほどの
文化庁の学校巡回事業に採用されたということで、芸術活動がつながってよか
ったなと思っています。 
 すみません。早口なので、ガーッと話して分からなかったかもしれませんが。
ひとまず以上です。 
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石居委員 ありがとうございました。 

 それでは、ここからは説明いただいた内容に関して、御質問あるいはもう少
し詳しく伺いたいというようなところを伺うという時間にしたいと思います。
今、お答えいただかなかったこと、あるいは事前に出したヒアリング項目以外
の内容で、何か追加で伺いたいというようなことがあれば、そちらも併せて出
していただいても構わないと思います。 
 お答えの形式としては、基本的にはヒアリング項目に対応する形でお答えい
ただいています。１つずつやっていくと時間がなくなってしまうと思いますの
で、皆様それぞれ、御自身の関心に基づいて引っかかったところ、どこからで
も構いませんので、御質問、御意見等お出しいただければと思いますが、いか
がでしょうか。 

 
矢野委員 矢野です。たくさんの事業をされてお忙しそうなのですが、事業企画の担

当というのは何名いらっしゃるんですか。 
 
芸小担当者 主にフレームを決めているのは私です。その個別の中身を決めているの

は、私プラスあと２人ですかね。 
 
矢野委員 じゃあ、３人でいろんな事業を、落語からクラシックまで、いろいろな調

整も含めてされているんですね。 
 
芸小担当者 はい。企画的にはそうですね。ただ、実施に当たりましての準備ですと

か進行については、もうちょっと、嘱託員さんもおりますので。 
 
矢野委員 常勤では３名と。 
 

芸小担当者 そうですね。 
 
矢野委員 今の御説明にはありませんでしたが、事業報告書の中で市民の参加という

ところで、市民参加オペラの上演を目指し市民ワークショップを実施予定でし
たが、２０２０年度はコロナ禍で延期になりましたということで。多和田葉子
氏がオリジナルの脚本を書いてというものですよね。それは今、進んでいるん
ですか。 

 
芸小担当者 進んでいます。その作品、脚本ももちろん多和田さんの新作ですし、作

曲も新作で。かなり大変なことになっていますけれど、市民の方、公募しまし
たら集まってくれまして、小学校３年生から、一番上が８４歳ですか、今、２８人
ですかね、非常に頑張っていただいております。 

 
矢野委員 ありがとうございました。 
 
中野委員 中野です。まず、連携をすることによって、どういう効果があったかとい

う中で、事業自体の成果というものが中心に書かれていると思うんですけれど、
学ぶといいますか、こういった事業ですので、生涯学習という観点から見て、
参加された方がこういう連携によって、こういう学びが深まったとか、またも
う一つ、かなり力を入れていらっしゃるアウトリーチ事業というのは、学びの
観点から見て効果があるんじゃないかとお聞きしていたんですけれど。そうい
った面での解析というのはされていないんでしょうか。 
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芸小担当者 このことに限らず、私どものような施設の成果をどういうふうに分析す

るか、解析するかということは、数値だけではないということを最近言われて
いるんですが、アンケート等で見ているんですけれども。やはり参加した子供
たちが、今まで知らなかったこと、経験したことがないことを知ることがあっ
て、面白かったと言うとちょっと語弊があるんですけれども、違うことに興味
を持つことができたであるとか、特別支援クラスに行くこともあるんですけれ
ども、普段とは違う表情を見ることができたという先生からの言葉であるとか、
普通に生活していたらなかなか出会えない人たちと会えた、つまりアーティス
トとの出会いがあったということは言ってもらえますね。 
 ただ、私たちとして気をつけなきゃいけないと思っているのは、私たちは教
育機関ではありませんので、目的は芸術、文化にいかに親しんでもらう人を増
やしていくかというところなので、例えば音楽であれば楽器の知識が増えたと
か、落語であれば落語の見方が分かったというところも非常に大事なんですけ

れども、言葉でうまく言えませんけれども、やることによって子供たち一人一
人が何を受け取るか、そこのところを広げていきたいというか、そこを大事に
していかなきゃいけないんだなということは、思っています。 

 
芸小担当者 私も参加したんですけれども、まず興味を引くために、今年はサクスフ

ォンのカルテットでやったんですけれども、本物の音を聴くということで、子
供たちの目の輝きが違うんですね。これは去年だったんですけれども、「鬼滅の
刃」のテーマソングで行進してきて、音楽室に入って、なおかつ学校ごとの校
歌をしていただきまして。もうそれだけで、前にいた子なんか感激しちゃって、
「すげえな、校歌もやってくれてる」なんていう形で喜んで。その子、顔を覚え
ていたので、ホールのほうでコンサートをやったときにも来場してくれて、楽
しんでいってもらったというような実態があります。 

 

中野委員 ありがとうございます。 
 
笹生委員 東京女子体育大学の笹生です。まず、詳細な御説明をいただきましてあり

がとうございました。 
 やはりアウトリーチ事業にすごく力を入れていらっしゃるということが一番
印象的だったんですけれど、今は一本化されているということでしたが、この
アウトリーチ事業ってやるほうも大変だと思うんですね、多分。なので、これ
はひょっとして地域創造から結構やってくださいという要望があってやってい
るのか、それとも芸小ホールの判断として、やっぱり必要だと思ってやられて
いるのかという辺りを。 

 
芸小担当者 地域創造の事業の中でやっているアウトリーチというのは、これはやら

なくてはいけないものになっているんですね。一番初めにアウトリーチをやっ
たのも、十二、三年前、地域創造との事業で私は学ぶことができましたし、その
ノウハウを生かして、自分たちでこのアウトリーチ事業、「芸術をプレゼント！」
というのをやり始めたというところがあります。 

 
笹生委員 なるほど。よく分かりました。 

 そうすると、今は一本化してということですけれど、やはり御苦労が大変多
いと思うんですけれど、ちょうど館長さんがおっしゃったような形で、結構ア
ウトリーチして、ホールに返ってくる人が増えるなという印象は、やっぱり全
体としておありなんですか。 
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芸小担当者 そうですね。アウトリーチをやりまして、その後コンサートがあるわけ

ですけれども、子供たちが来てくれたり、親御さんと一緒に来てくれたりとい
うのはありますね。 

 
笹生委員 なるほど。ありがとうございます。 
 
生島議長 今のに関連して。よろしくお願いいたします。御説明ありがとうございま

した。 
 学校に対してのアウトリーチということが、学校が相手になっているんです
けれども、学校以外のところへのアウトリーチ、例えば公民館ですとか、何か
そういった社会教育の場とか、大人向けに対してのアウトリーチ活動というの
があれば、御紹介いただければと思ったんですけれども。それか、もし何かや
りにくさとか、こういうところでチャレンジングしているというようなことが

あれば、一緒にお答えいただければと思います。 
 
芸小担当者 大人向けというのであれば、こちらの記録一覧表で、結構以前になるん

ですけれども平成２４年度の、南区公会堂であったり、その翌年の北市民プラ
ザであったり、同じ２５年度、六小のＰＴＡ向けというのもあったりします。 
 この南区公会堂のときは、多分この事業だけでは人が来ないと言われて、南
区公会堂でやっている地域の人たちの会があって、そこと一緒にやってくれま
せんかということを言われましたね。集客ができないのかなと。落語ならもし
かするといいのかもしれないんですが、クラシック音楽ですとか、現代ダンス
だとなかなか、それをどうＰＲしていいか分からない、受入先の協力がものす
ごく必要なものですから、そこはどうしても、先方の意見を聞いて一緒にやっ
ていかないといけないところがありますね。 
 ちなみに、平成２５年度の北市民プラザというのは大雪の日で、もう全然、

本当にどうしようもなくて。でも、演者さんは来ると言うんですね。さすがで
すよね。でも、車が動かないぐらいだったんですけど。先方も「何で来るの」と
かって、最初引いていたんですけど。でも、まあ、何とか七、八人来てくれまし
た。ありがたかったです。 

 
生島議長 そうなると、そこに関心を持ってもらうことにかなり尽力していかないと、

アウトリーチをやってもなかなか効果が見えにくいということがあるというこ
とですね。 

 
芸小担当者 そうですね。大人向けも、かなり目的を絞ってやっていくほうがいいん

ですかね。落語をやりますといっても、やっぱりお楽しみ会になっちゃうと意
味があるのかなと思いますので、集客につなげましょうとか、その方の生きる

楽しみをもっと広げてあげましょうみたいなところで、何か必要ですね、工夫
が。 

 
生島議長 今の追加で。そうしたときに、例えば企画を練り上げていくとか、ＰＲを

するというのはどちら側が。施設側がやるんですか。それとも芸小ホールさん
のほうが持ちかけていくという形になるんですか。 

 
芸小担当者 両方ですね。広報に関しましては、チラシは私どもが作ったとしても、

それをどこに配るかとか、どういう方法で広報するかというのは、先方のマタ
ーになってきますよね。本当に協力が必要です。 
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生島議長 ありがとうございます。 

 
朝比奈委員 今のに関連して。大人向けということで何か所かされているんですけど、

芸小さんからのアプローチじゃなくて、地域からのアプローチといいますか、
やっていただけますかということも可能なんですか。 

 
芸小担当者 可能ですね。それに近いものでいうと、資料１枚目の［５］その他の、ス

ーパーさえきさんから、御自分のところで場をつくって。新しい店舗にしたと
きですかね、ちょっとした広場があって、そこでやりたいということを言って
いただいたので、２回ぐらい演奏家の方を御紹介しましたね。喜んでやらせて
いただきました。 

 
朝比奈委員 そういうことができると、地域の学びの場が広がっていくというか。地

域にない学びの資源を提供していただけるというのは、とてもありがたいこと
だなと思いまして。 

 
芸小担当者 そうですね。受入先の方々の御要望と、お互い本当に一緒にやっていく

という形ですね。単なる、派遣しました、やりましたではないものをつくって
きたなと思います。 

 
桒畑委員 ちょっと質問してよろしいですか。桒畑です。今のことをもうちょっと具

体的に聞きたいんですけど、スーパーさえきさんが、コンサートをやりたいと
言ってきたわけですか。 

 
芸小担当者 そうなんです。 
 

桒畑委員 それは例えば、芸小さんに行けばそういう相談に乗ってくれるというのを
誰かから聞いてきたのか、それともただ近くだからとか、どういうきっかけだ
ったんですか。その辺のお話は。 

 
芸小担当者 スーパーさえきさんの偉い人から御担当の人が、何かここでやることを

考えなさいと言われちゃって、その方非常に困ってしまったのですね。たしか、
最初は市役所に行ったのかな、どこに行ったのかな、何か行ったんですけど、
そんな派遣事業はやっていないので、たまたま芸小を通りかかって、もしかし
たらと思って飛び込んできてくださったと。 

 
桒畑委員 はあ。たまたまですね。でも、そういう事例があったんですから、そういう

アナウンスというかアプローチを、このオアシスでも何でも、やったことはな

いんですか。 
 
芸小担当者 やっていないですね。振り返りといいますか。それが全然、私どもでき

ていないんですよ。というのは、言い訳ですけれど、すみません、忙しいです。
その場がなかなか。 
 でも、ものによってはホームページであったり、たまに広報誌のオアシスに
載せたりもするんですけれども。なかなかできていないですね。 

 
桒畑委員 資料の３ページ目、（２）のイ、課題を解決するために考えていることでア

ウトリーチ。例えば、この「おんかつ支援」で学校側への働きかけ、校長会での
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派遣先の募集など説明に行っていますと。これはアプローチしているわけです
ね。私たち、こういうことをやっていますので、どうですかという活動をされ

ているわけですよね。それが、校長会以外に具体的にもっとあるのかなという
質問だったんですけれど。 

 
芸小担当者 ここに校長会と書いてありますが、その前に書面で各学校の校長先生宛

てに、こういうことをやりますけれども、受入れいかがですかというのを差し
上げております。で、その後追いのような形で校長会の場をいただいておりま
す。 
 あとは、都度、先生方と接触したときに、何かありましたらいつでも行きま
すということは言っております。個別にですね。 

 
桒畑委員 ごめんなさい。学校のことは分かりましたので、学校以外での働きかけと

いうことです。 

 
芸小担当者 それは、私どもの企画としてこういうところにアプローチしたいという

ことで、私どもからの接触になります。例えば、神の国寮とか、自治会、先ほど
の南区公会堂とか北市民プラザというのは、私どもから接触を求めましたね。
あと、平成３０年度の一橋大学というのも、私どもからお願いをしたところで
ございます。 
 それは文化芸術をどこに届けなきゃいけないかということを考えたとき、ま
だここには届いていないんじゃないかというところに、私どもから当たってい
るということになります。 

 
桒畑委員 連続して申し訳ありません。最後にしますので、１つよろしいですか。 

 見ると、クオリティーが高いということはよく分かりました。本当に国立市
民であることを誇りに思うぐらい、クオリティーが高いと思います。 

 課題の中で見ていると、予算とか、スタッフの人数とか、能力と時間という
言葉が書かれているんですね。簡単に言えばお金と人が足りないと。私たちは
クオリティーの高い企画は持っているけれども、お金がもっとあったり、もう
ちょっと人数を増やしてくれれば、いれば、もっともっと高い質のものを広げ
ることができるというふうに解釈しているんですけど、いかがでしょうか。 

 
芸小担当者 そうですね……。 
 
桒畑委員 やっぱりその辺を訴えたいのであれば、我々もそれを吸収したいと思いま

すし、できる、できないは別にしまして。 
 
芸小担当者 さっきも振り返りができていないということを申し上げたんですが、こ

れは本当に反省です。お金がないとか、人がいないとかいうことを言い訳にす
るつもりもなくて、もうちょっと一つ一つの事業と大事に向き合っていきたい
なというのは思っています。ちょっと事業が増え過ぎちゃったかなという感じ
もしますね。 
 アウトリーチは外に行きますからまだいいんですけれど、芸小ホールの中で
やっているものに関しては、本当にいっぱいいっぱいで。というのは、部屋数
もないので、私たち貸し館事業というのも、要するに自主事業と貸し館事業は
両輪で、両方なきゃいけないもので。私たちのやりたいことばかりやっている
と、場所がなくなっちゃって貸せないんですよ。それは非常に大きな問題です
よね。市民の方々による自主的な貸し館事業というのはやっていかなきゃいけ
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ないし、そっちも携わらないといけないので。 
 ですから、単純に予算が増えました、人数が増えましただけでも解決はしな

いかもしれませんが、アウトリーチだけに限って言えば、例えばあと１人、２人
増えると、もっと充実させることはできるかもしれません。 

 
日野委員 日野です。学校のほうは資料にもあるんですけれども、三小は何度か御世

話になって、ありがとうございます。アウトリーチという中で、学校のほうに
広げていきたいという考えも伺いまして、私も校長会等の機会で、まだここに
出てきていない学校の校長先生方には伝えていく必要があるのかなと思いなが
ら、伺っておりました。 
 先ほどスーパーさえきの事例でも、個別に打合せをしてというようなことだ
ったんですけれども、学校のほうにもそういった形で、頂いている資料ではプ
ログラムの例みたいなものを挙げていただいているんですけれども、そこと違
うんだけれど、こういう形ならできるみたいな、そういったオーダー的なこと

というのを詰めながら進めていくというのは可能なんでしょうか。 
 
芸小担当者 それに近いものは、資料１ページ目の［５］の３番、八小さんで、展覧会

で何かやりたいというのが。というのは、八小さんが文科省か何かの助成金を
お取りになったんですかね。それで、何かやりたいんだけれど、美術関係でと
いうふうに言われまして、ちょうど美術と演劇を組み合わせたようなことをや
っている人を知っていたので、御紹介しまして。要するに御紹介ですよね。間
に立つというか。私どもはお金を頂けませんけれども、そういうことで後は進
めてくださいという形での御紹介も可能ですし、もうちょっと中身に関して関
わってよというのであれば、それは何とかしたいと思いますけれど。 

 
日野委員 ありがとうございます。 
 

砂押委員 私からも。国立市の生涯学習振興・推進計画というのを、私はずっとバイ
ブルのように読んでいるんですけれども。その中に、政策３で生涯学習の環境
づくりとして、「図書館や公民館、郷土文化館、芸術小ホールなど、それぞれ機
能を異にする社会教育関係の施設・部署の連携を進め、運営の質向上を図るこ
とで、既存の生涯学習施設をより一層効果的・効率的に活用します」と書いて
あるんですが、そういう市の施設との横の連携みたいなものというのは、あま
りないんですか。 

 
芸小担当者 そうですね。本当に広報を手伝っていただくとか、そういったことです

かね。郷土文化館は同じ財団でもありますけれども、共同で何か企画しましょ
うみたいなこと、頭をよぎったことはありますが、やったことはないですかね。 

 

砂押委員 分かりました。 
 もう一つお伺いしたいのは、先ほど企画を担当されているのが３名の方がい
らっしゃる。プロデューサーの主査の方と非常勤の方が２名で、３名の方とい
うことなんですけれども、先ほどの地域創造という団体であったり、東京都の
歴史文化財団であったり、そういうところに申請をするわけですよね。その申
請の仕方というのは、クラシック音楽でやりたいとか、演劇でやりたいとか、
そういう申請の仕方になるんですか。 

 
芸小担当者 それぞれの事業がもともと音楽事業であったり、ダンスの事業であった

りということで、ジャンルが広くということはないですね。 
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砂押委員 申請できるものは、限られているわけですか。 

 
芸小担当者 いろいろあるんですが、私どもとして申請できるだろうなというところ

をやっていますので、クラシック音楽であったり、現代ダンスであったりです
ね。 

 
砂押委員 大変失礼ですけれど、落語であるとか、クラシック、ダンス、アウトリーチ

のところにはパントマイムとありますけれども、どちらかというと小中高生向
けというようなものが中心で、幅の広さという意味でいうと、あまり幅広くは
ないかなとちょっと感じたのですが、もっとたくさん、ここではいろいろなプ
ログラムを用意しているわけではないんですか。 

 
芸小担当者 いろいろあります。演劇の事業なんかもあったりしますね。 

 
砂押委員 呼ぶには、それは人材の問題じゃなくて、施設のスペースとかそういうの

が問題で、呼べないということでしょうか。いわゆる人の教育の問題、幅広い
企画ができるとか、できないとか、人材育成の問題なのか、単なる物理的な施
設の問題なのか、どちらなのかなと思ったんですが。 

 
芸小担当者 両方ですね。演劇、今やっているオペラもそうですけれども、演劇って

結構、私たちにとってはハードルが高いです。 
 
砂押委員 やっぱり皆さん、それぞれ３人の方が何か好きな分野とかお持ちで、その

分野なら得意だけど、こっちはちょっと苦手という感じの状況だと。 
 
芸小担当者 それはないですね。好き嫌いはあまりないですね。 

 ちなみに、オペラに関しては本当にお金がかかりますので、４本か５本ぐら
い助成金を申請しています。それはつまり、もともとジャンルが決まったもの
というんじゃなくて、お金が欲しい。この事業に対して、この内容に対してお
金が欲しいという申請の仕方をしております。 

 
砂押委員 お金だけくれるわけですか、そうすると。 
 
芸小担当者 まあ、そうですね。 
 
砂押委員 いろいろな、人材育成の面も少し関係しているとすると、人材育成という

のは、今のこの３人の中ではなかなか難しいのかもしれないですけれど、どう
いうお考えで、何か取り組んでいらっしゃるようなことがあったら、教えても

らえたらと思うんですけれど。 
 
芸小担当者 すごく厳しい質問ですね。それは本当に、どうしようかなと思っている

ところです。今日も、来年度の事業の分担を考えていたんですけれども。何と
申し上げていいのか分からないんですが、館長と私以外は全員嘱託員なんです
よね。さっき言った事業担当の２人というのも嘱託員で、毎日はいるんですけ
れども。それ以外の方々というのは、受付が主な担当で、ローテーションなん
です。でも、その人たちも事業を担当してもらわなきゃいけなくて。どうして
も時間の限り等もありますので、誰にどれを担当してもらうと、その後もつな
げてもらえるかなというのは非常に悩ましいところで。育てなきゃいけないと



 14 

いうのは、どんな組織もそうなんですけれど。 
 

砂押委員 でも、嘱託というと、５年ぐらいで終わったりするんですか。 
 
芸小担当者 いえ、今は。 
 
砂押委員 ずっと続けてらっしゃる。 
 
芸小担当者 １年ごとの更新ということで、その方が辞めない限りは、一応続けてい

ただければ。 
 
砂押委員 無期の契約職員みたいな感じで、ずっと続けられるわけですね。年限を切

られて、大体５年ぐらいで職員にしなきゃいけないとかいうルールがあると、
大体５年で人を変えちゃったりするケースがよくあるものですから。 

 そういうことで、人材育成に困っているのかなと思ったんですけど、そうい
うわけではないんですね。 

 
芸小担当者 うーん、何とも。そうですね。つくり方が分かりやすい事業であれば、そ

ういった人たちにも任せられるんですけれども、ちょっとそうではない事業も
あるわけで。それには蓄積が必要ですし、かなり時間をうまくやりくりしてや
ってもらわないと、どんどんどんどん残業ばかり増えてっちゃって、よくない
ことなので。その人の適正の問題もありますし。そういったことを考えながら
ですと、あんまり飛び過ぎたこともできないのかなと思いつつ、やってしまっ
ていますかね。 

 
砂押委員 でも、こういう他団体と連携する上では、そういう窓口になるような方と、

仲よくなって向こうにちょっと食い込むみたいな感じということは必要なんじ

ゃないかなと思うのですが。 
 
芸小担当者 絶対に必要です。どんなきっかけも、知り合ったら攻めていくみたいな

ところはありますよね。 
 
砂押委員 そういう意味で、いい人を採って、いい人が育てば、いいものができてい

くのかなという感じは持ちますけど、なかなか難しいですね。 
 
倉持副議長 倉持です。一つは確認なんですけど、度々すみませんが、このアウトリ

ーチ活動、現状においては予算の都合とか、連携先、受入先の事情とかいろい
ろお話があったんですけれど、現状においてはこの地域創造との連携がなけれ
ばというか、その枠で基本的にアウトリーチ活動を実現しているということな

ので、連携があるから継続できているというふうな理解でいいでしょうか。 
 
芸小担当者 そうですね。はい。それ以外に予算が取れていないので。 
 
倉持副議長 逆に言えば、連携があるから、この３つがアーティスト活動を、「おんか

つ」ということに組み換えることによって、アウトリーチ活動が続けられてい
るということでもあると。 

 
芸小担当者 そうですね。今はジャンルが限られてしまっていますが。 
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倉持副議長 基本的に地域創造とのつながりというのは、すぐには切れるものではな
いぐらいの関係性ができているということ。 

 
芸小担当者 はい。おかげさまで、向こうからもいかがですかと声をかけてください

ますので。 
 
倉持副議長 継続的に連携して、それなりに実績を出していて、お互いにウィン・ウ

ィンの関係性になっているということですね。ありがとうございます。 
 もう一つは、２ページ目の真ん中あたり、［５］その他のところに、地域ホー
ルとしてのミッションというキーワードがあるんですけれど、ここの部分、も
うちょっと補足の説明をいただければうれしいと思うので、お願いします。 

 
芸小担当者 地域の人と一緒にやっていかなくてはいけないというところで、いろい

ろな人がいるわけですけれど。高齢者から赤ちゃんまで。その人たち、あるい

は障害者であったり、引き籠もっちゃっている人であったり、いろいろな人が
いるんですが、できる限り多くの人に、文化芸術を届けるのが私たちのミッシ
ョンだと考えているところです。なかなか難しいですけど、でも、やってかな
きゃいけないと思っています。 

 
倉持副議長 ありがとうございます。 
 
砂押委員 砂押です。地域創造と東京都歴史文化財団、あと国立音大、このほかの団

体に手を伸ばそうとか、そういう活動というのはどうですか。広げていこうと
いう取組ですね。 

 
芸小担当者 例えばなんですが、１ページ目の［５］の２、国文学研究資料館と国立

市、この国文学研究資料館などはこれから組んでいきたいなと思っているとこ

ろです。 
 
砂押委員 そういうときには、飛び込みで行くわけですか。 
 
芸小担当者 いえ、おかげさまでここはつながりができましたので、これは実際に話

をいただいたのは副市長経由、つまり、私どもの理事長経由で、こういう事業
をやっているからやったらと言われて、取り組んだ事業なんですけれど。 

 
砂押委員 そういうところでの苦労というのは、いわゆる新しいところと組んでいき

たいとき、たまたま理事長が情報をくれたというところとは組んでいけるけれ
ども、新しい生涯学習を充実していくということでいうと、ほかのところ、国
立音大だけじゃなくて、東京女子体育大学でも何でも営業活動みたいな、いろ

いろ連携先を探すような活動というのは、なかなか手が回らないというような
状況ですか。 

 
芸小担当者 いえ、必要に応じてやっていますね。東京女子体育大学さんには、これ

はちょっと連携という言い方は難しいかもしれませんけれど、今やっているオ
ペラの稽古の場所がなくて、新しい体育館でやらせてもらえませんかって、こ
の間お電話したところだったんですけれど、ちょっと難しいということだった
んですけれども。 

 
笹生委員 すみませんでした。 
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芸小担当者 そういったことだったり。いい活動をしている団体があると、そこにア

プローチしたりというのはやっています。人がいる、いないということよりも、
私どもでやっている事業の中で必要に応じてといいますか。やってはいるとこ
ろですね。 

 
石居委員 私から。まず、お話をありがとうございます。皆さんの御意見を伺っての

印象は、すごく積極的に施設の側から、言い方がいいかは分からないですが、
押しかけていく姿勢というのが、すごく強い活動の根幹にあるんだなというこ
と、それは芸術が届いていないところに届けるという思いから来ているんだな
というふうに思ったんですね。その一方で、そうした活動が、一度そこに届け
たら終わりというのではちょっと寂しいので、その届いた先で、そこで受け止
めた人たちが、御自身でもちろん学習活動につないでいってくれれば、それで
いいとも言えるんですが、それがもう一度施設の側に返ってくるような形にな

ると、とてもいいなと思っていて。 
 それが、口コミなんかを通して芸小さんに相談をすると、こういう催しをや
ってもらえるよとか、アウトリーチに来てもらえるかもしれないよというよう
な、そういうところにつながっていったりすると、あまり芸小さん自身がリソ
ースを割いて営業していかなくても、二次的、三次的に広がっていって、あま
り御負担にならずにうまく、芸小さんにとってもメリットになることがあった
りしないのかなと、僕自身も直接自分でやっていないので、ついついそういう
ことってないんだろうかと考えてしまうんですが。そういうことがあれば、過
去にあれば教えていただければというのもあるんですが。そんなことを一つ考
えました。 
 もう一つは、先ほど貸し館事業とアウトリーチを中心とした事業が両輪だと
いうふうにおっしゃっていたと思うんですが、そういう意味でいうと、貸し館
事業を通じて芸小さんを使っているような団体がうまく、芸小さん自身のもう

片輪であるアウトリーチというところに、何か絡むことはできないのか。例え
ば貸し館事業に関わっている主体の人たちが、芸小さんにアウトリーチをやっ
てくれないかと持ちかけてくることもあるかもしれないし、逆に何かしら芸小
さんが企画をつくっていくとき、貸し館事業でつながりができている団体をう
まく引き込んで使っていくというか、そういうようなことがこれまでにできた
り、できそうだったりということはあったのかどうなのかということが、もし
あれば伺えればと思いますし、逆にそういうことがないのであれば、どういう
課題があってそこがうまくつながらないのかということも、もし分かれば伺え
ればと思うんですが。いかがでしょうか。 

 
芸小担当者 うちのお得意様ですね。いろいろな形がありますけれども、その中から、

私どもでやっている「市民一芸塾」という講座があるんですけれども、その講

師をやっていただいたりとか、その方々から御紹介いただいた方と事業をこれ
からやっていこうということがあったりというのはあります。 
 貸し館事業と自主事業の、一応そこは区分けしなきゃいけないと思っている
のが、貸し館事業というのは利用される市民の方中心なんですが、あくまでも
本当に主体的な、自主的な事業であるわけですよね。極力その内容、クオリテ
ィーに対して、私たちは言う立場にないので、素晴らしい方はもちろんいっぱ
いいらっしゃるんですけれども、必ずしもイコールにはしないほうがいいのか
なというのは思っています。 

 
石居委員 究極的に言うと、やっぱりクオリティーの問題というのが大きいですか。 
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芸小担当者 それもあるかもしれませんが、要はやり方です。協力事業だったり、共

催事業だったり、いろいろあったりはしますので。それは必要に応じて考えて
いくことはできますし、あまり覚えてないんですけれど、思い出せないんです
けど、そういったことはあったんですかね。 

 
石居委員 あともう一つ。先ほど市の施設との連携が頭をよぎったこともあったけれ

どもというふうにおっしゃっていたと思うんですが、実際には連携には至らな
かったということだと思うんですが、その話を伺いたいなと思ったのは、よぎ
ったけれども最終的にやらなかった、できなかった、その理由というか、そこ
には何があったから、やらなかった、できなかったということになっているの
か。 
 その辺が、私たちが今回、連携・横断ということを考えている中には、市の施
設同士の横の連携とか、部署を超えた職員同士の連携とか、そういうことを通

じて、予算の問題であったり、人的なリソースの問題であったり、そういうも
のは、そう簡単にどこの施設もよくなるとはやっぱり思えないんですよね。そ
ういう中で、横断や連携というのはそこの部分を補って、先に進める可能性を
持っているなと思える一方で、でもそれをやること自体が負担になってうまく
いかないということもあるだろうなと、ちょっと両方を考えているところがあ
って。 
 そう考えたとき、先ほどよぎったけれどもやらなかったというところには何
があったのかというのを伺えると、私たちが考えるヒントになるかなと思った
んですが。 

 
芸小担当者 連携もいろいろな度合いがあると思うんですけれど、例えば場所を貸し

て、私たちが谷保の南のほうで何かやりたいから、郷土文化館を貸してね、そ
れも一つの連携ですよね。それに対して広報もやってねというのも連携ですし。

ただ、もうちょっと求められるのは、やはり一緒に企画をするということだと
思うんですよね。そのときに、その企画の内容がお互いにとってどのぐらい必
要性というのか、そういったものが見いだせるかというところで、連携そのも
のが目的ではなくて、やっぱり企画の内容が目的なわけですから、そういった
ものが見いだせるのかなというところですね。 
 うちが何をやろうとしたか、ちょっと思い出せないんですけれど。当然、同
じ財団の中だし、何かやってもいいんじゃないかというのは常に思っていて、
でも、じゃあ、何をやろうかというところまでは至ってないというところだと
思います。 
 例えば、全部自分の話になって申し訳ないんですが、今やっているオペラの
中では、国立市の縄文時代を感じられるものがあるので、縄文時代の非常に立
派なものが郷土文化館にありますよね。じゃあ、そのオペラの前にちょっとプ

レ講義みたいな形で、学芸員さんにそのことを話してもらうとか、それも方法
だと思うんですけれども。ちょっとそこまでなかなか至っていない、そこまで
する必要性があるかなとなっちゃうと、どうしても本筋のオペラのほうに手が
取られちゃうので、できてないかなというところがありますかね。 

 
石居委員 全然、他自治体の話ですけれど、群馬のかみつけの里博物館という、古墳

がある場所をそのまま博物館にした施設があるんですけど。そこは古代を再現
する劇というのを、博物館の主催事業として市民が古代の衣装を再現するとこ
ろから、シナリオを作るところから、市民が中心になりつつ、そこに歴史系の
専門家と演劇系の専門家がバックアップするような形で、最初の劇を作るまで
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三、四年かけて、それから毎年上演したりするということをやっていたりする
んですね。もちろん、それぞれの自治体の事情はあると思うので、あれですけ

れども。 
 例えば、そういう演劇的な要素と歴史的な要素みたいなものを組み合わせた
事業というようなことだと、そこには先ほど言ったメリットというところにつ
ながる、活路が開けるというような感じで、外から見ると簡単にイメージしち
ゃうんですが。例えばそういうことがあれば、メリットというふうに感じられ
るようなことになりますか。 

 
芸小担当者 そうですね。お互いの活動を広める意味ということでの連携というのは

あると思います。でも、実際それをやるに当たっては、我々スタッフだけでは
ない、演出家だったりも要るので、その人たちにもよりますよね。 

 
石居委員 分かりました。ありがとうございます。 

 じゃあ、すみません。１時間ちょっと過ぎてしまいました。本当にお忙しい
中、こんなに遅い時間まで時間を取っていただき、ありがとうございました。 

 
（「ありがとうございました」の声あり） 

 
芸小担当者 どうぞ、場所も人間も使ってやってください。 
 
生島議長 ありがとうございました。 
 
石居委員 それでは、ヒアリングはここまでとします。 
 

（くにたち市民芸術小ホール担当者 退室） 
 

生島議長 お疲れさまでした。 
 
石居委員 司会をお返しいたします。 
 
生島議長 はい。ありがとうございました。 

 なかなかボリュームのある御報告をいただいたのと、石居委員からも言って
いただきましたが、非常に積極的にやっておられる姿というのが浮かび上がっ
てきたという。あとは、様々な事業を非常に手広くやっておられて、そういっ
たことが、すごく数が多くなっているので、一つ一つに向かい合えていないみ
たいな話も出てきましたけれど。今回の一つの鍵は、アウトリーチとしてどう
いうふうに連携していくかというのも、かなり捉えられてきたのかなと思って
おります。 

 少し残りの時間で、今日のヒアリングの内容を振り返りたいと思いますけれ
ども、まずは司会をしていただいていたお二人、伺ってみてどうだったかとい
うようなことをちょっと語っていただければいいかなと思いますが、いかがで
しょうか。どちらからでも結構ですけれども。 

 
砂押委員 いただいた報告を見て、アウトリーチを一生懸命やっていると言いつつも、

年６回でしたか、大体そういうパターンですね。例えば２０２１年度でいうと、
６回やっているうちの現代ダンスというのは同じ方が３回、音楽が２回、美術
と演劇というのが八小の展覧会の企画が１回、やっぱり生涯学習というか、学
校教育に対してすごく、一生懸命やっているなという印象はしました。平成
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２４年、２５年、２６年の公会堂の話もありましたけれど、大分前の話です。文
化芸術に親しんでもらうという意味ではいいのでしょうけど、ちょっとターゲ

ットが、あまり大人に向いていない、アウトリーチはほとんど子どもに向いて
いるなという感じがしました。 
 生涯学習というと、もう少し幅広さがあってもいいのかなという気がして、
さっき私もほかにプログラムはないんですかと聞いたのも、地域創造という財
団法人が、いろいろプログラムを持っているんじゃないかと思って聞いたので
すが、人の問題と施設の物理的な問題もあるのでなかなか難しいというお答え
が返ってきたので、もう少し、バラエティーさというか、多様性があってもい
いのかなと感じはしたところです。 
 人材育成のところも、今のプロデューサーの方がかなり一人で頑張っている
なという印象があって、多分残りの嘱託のお二人というのは、もちろん企画を
担当されているんでしょうけど、相当お一人で頑張っているような印象を受け
ましたので、いわゆる継続性というか、持続可能性というか、次世代をどうや

って育てていくのかなという心配は、少し感じました。 
 私は以上です。 

 
石居委員 何となく最後のほうにしゃべったことに尽きているような気が、私自身は

しているんですけれども。芸小さんがいい、悪いということではなくて、社会
教育、途中で私たちがやっていることは教育ではないというふうにおっしゃっ
ていたので、そう言われてしまうとちょっとあれなんですけれども。やっぱり
社会教育施設という目線で見ていくと、本当にそういう意味では外へ、外へ広
げていくという姿勢はすごく印象的だったし、大事なことだと思うんですけれ
ども、一方で、それだけではなくて、そこをきっかけにして関心を持った方を、
どうやってうまく引き込んでいくのか、それは別に無理に営業して引き込むと
かではなくて、少し門戸を広げておいてあげる、それは途中の議論でもありま
したけれど、アウトリーチをやってもらえるのかという問合せができるのか、

できないのかも分からない状態だと、たまたま引っかかった人は来るけれど、
そうじゃない人は来ない。やっぱりそこをもうちょっと開いてあげることで、
巡り巡って、多分芸小さんにとってもプラスになる、それは芸小さんに限らず、
社会教育をする人にとってもプラスになる、リターンもあるんじゃないかと思
うんですが、そこの部分がちょっと課題なのかなと思ったことと。 
 あと、最後に伺った横の連携で、今回は郷土文化館の話が出ていましたけれ
ども、それぞれに専門性があって、自らの専門性をベースに考えてしまうと、
それはやっぱり相手は自分より劣るというのは間違いのないことだと思うので、
そこをどうやってお互いの持ち味のようなものを、うまく尊重しながらお互い
にとって損がないようにやるかということが、多分連携ということでは大事な
んだと思うんですけれども、そこをどういうふうに突破していくのかなと。今
回は、そういう意味では、連携していく上での課題というところが見えたよう

な気がするんですけれども。 
 逆に、そこを少しでも今後のヒアリングの中で、乗り越えていく手がかりと
か、実際にやられていることとかというのを伺えると、少し話がつながってい
くかなというふうにも思いました。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 教育施設ではないのでというふうに言われたのは、本当にかなり印象的で。
やっぱり芸術文化というのを育んでいくとか、人を育んでいくという視点とい
うのは、なかなか難しく捉えられたところでは、本当にあったところです。 
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 ほかの方々も、ぜひ忌憚なく御感想等いただければと思います。また、次へ
の課題とか、そういうこともいいかと思います。いかがでしょうか。 

 中野委員、お願いいたします。 
 
中野委員 私も教育施設ではないということが非常に引っかかったところですけれど、

アウトリーチの考え方として、外へ行っての事業展開というのをおっしゃって
いたんですけれど、市の施設でもあるわけですから、社会教育とか生涯学習と
いうような観点から見ると、地域との連携というのがもっと重要視されてもい
いんじゃないかなというふうに思いましたね。学校だけではなくて、市全体、
年齢層問わずに、地域での社会学習、生涯学習を芸小ホールが提供してくれる
んですというのは、多分誰も知らないと思うんです。私も今日初めて知ったの
で。 
 だから、我々の立場と、芸小ホールの皆さんの立場と違いますので、お話を
伺っていると、やっぱり事業展開が中心なのかなというふうな気がしました。

事業をどうやってこなしていくかという、お仕事として捉えていらっしゃると
いうふうに思えたんですけど。それはそれで仕方ないのかなとも思うんですけ
れど。私どもの地域からアプローチができるんだということが分かったという
ことで、私には収穫がありました。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 ほかには。矢野委員、お願いいたします。 
 
矢野委員 いずれにしても衝撃的で、ちょっと言葉を失って、その後、全然しゃべれ

なかったんですけど。要するに、事業をやっている正職員は１人しかいないと。
あとは嘱託で、５年以上過ぎても正職員になれないで、嘱託員をやっていると
いうことですよね。その人たちはどういうモチベーションで仕事をしていけば
いいのか、そこのほうに、職員の側に立っちゃうので、ちょっと言葉が継げな

くなっちゃったんですけど。 
 主査の方は非常に正直にそういうことをおっしゃっていたし、事業が増え過
ぎたということもおっしゃっていたんですけど、結局、この連携というのは、
地域創造も連携だけども、もう一方の視点から見ると、助成枠を生かした事業
って言っていますよね。要するに市の財源を少なくして事業を増やすというこ
とで、これは助成金が取れるということで増やしていっているという面も、多
分あると思うんですよ。それで増えてしまったと。だから、ちょっと事業を絞
ったほうがいいというような、非常に正直なお話をされていたと思うんですよ
ね。 
 だからある程度絞っていかないと、今の連携のこともそうですけれど、地域
に入っていくにも、今お聞きした体制ではとても難しいんじゃないかというの
が正直な感想で。本当にたくさんの事業をされていますので。そういうふうに

思いました。 
 
生島議長 ありがとうございます。 

 ほかの方はいかがでしょうか。朝比奈委員、お願いします。 
 
朝比奈委員 今日お話を聞いていて、特に資料の１枚目の下のほう、［５］その他のと

ころで、共催事業で国文学研究資料館と芸小ホール、多摩信用金庫と連携して
やっていますという話がありました。私も多摩信用金庫に行ったとき、ポスタ
ーなんか見るとかなり、多摩信用金庫ではこういう事業に力を入れていますの
で、一つのこれからの方向として、かなりのところで財政状況が厳しくなって
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いく中で、企業あるいは団体とうまくと言うと語弊がありますけれども、手を
結んでいくというのは、問われてくるのかなということを感じました。 

 八小でオリパラの事業をやっていると、アスリートを紹介しているというふ
うにありましたけれども、私、八小は近くなものですから、時々行くんですけ
れども、かなりオリパラの人の顔写真も紹介をされていて、取組が克明にされ
ていますので、身近に感じていくという意味で、こうした取組も共催事業の一
環でやっていくというのも、一つの道なのかなと感じました。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 日野委員、お願いいたします。 
 
日野委員 学校がメインターゲットというお話もございましたので、もっと頑張らな

きゃということも感じたところでございますが。 

 校長会でも説明を受けて聞いているんですけれども、私も途中で質問しまし
たが、そこまでフレキシブルに対応していただけるのかどうかというところま
では、分からなかったですね。今日のお話で、そういう細かい対応もしてくれ
るんだなというのが分かったので。やっぱり、こういうきっかけって、連携を
進めていく上ですごく 大事なんだなというのは、改めて感じたところです。 
 何がきっかけになるかというと、偶然といいますか、スーパーさえきもそう
ですが、そこにどうしても頼らざるを得ないような状況で。ここが少し何かシ
ステムができると、いろいろな部分が進んでいくのかなという感想を持ちまし
た。 
 あわせて、やはり連携をすることで何を生み出すのか。その企画ですね。必
要性があって、双方にとってウィン・ウィンなものになっていくものをどうつ
くっていくかという企画性というのもすごく大事なのかなということを改めて
感じました。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 私も今、企画性って本当にそうだなと思うのと。もう一つ、スーパーの件、今
回の突破口としてはよかったんだと思うんですけれど、それを、何でもかんで
もどんどん頼まれてくるようになると、イベント屋になっていっちゃうんです
よね。そうじゃなくて、一緒に考えていく相手になる施設の人たちにも、すご
く負担というか、力添えが必要だという意味では、そこを協議できていく、相
手側の認識だったり、一緒に企画をつくっていく、そういう余地というのが必
要なんだろうなというふうにも思っていて。その辺りが、これからまた違う施
設にもお聞きしていくところだと思いますけれども。 
 向こうも手を出していてもらわないとつなげないというようなことが見えて
きたなというふうには思って、伺っていたところです。 

 どうですか、まだ発言されていない方。せっかくなので。桒畑委員、いかがで
すか。 

 
桒畑委員 今日の話はそれなりに、本当に現場の現実的なことを聞かされて、よかっ

たと思います。１回目としてはどうなるかなと思っていましたけれども、まあ、
本当に主査さんですか、いい方というか、よく話してくれたと。 
 今日のことよりも今後の中で、まず１回やってみて、次回は郷土文化館、そ
の次が体育館、この３つを連続で、指定管理団体である、略称財団が来てくれ
るわけですね。その辺の中で、みんな財団の中の部署ですよね。だから、３回が
終わってからなのか、３回目の最後で入れるのか、もう少し話を聞いてからで
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いいと思うんですけど、財団、指定管理者というところが本当にうまく回って
やってくれているのかみたいな。期待はしているんですけど。 

 最後に、オアシスって、市民は大体見るんですけど、一番最後のところに「募
集」と、嘱託職員。時給１,２００円。でも、６５歳まで。ただ、これは要はお
手伝い的なもので、今言った企画とかそういう方を募集しているわけではない
です。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 笹生委員。 
 
笹生委員 笹生です。お疲れさまでした。やはり皆さんがおっしゃったように、教育

機関ではないという発言がすごく引っかかりました。もちろん、お話しいただ
いたお二人が何か問題があるということでもないと思いますけど。 

 なので、やはりここは、あくまで社会教育施設であって、イベント屋ではな
いんだよというようなことを、何か訴えかけるようなことは必要なのかもとい
うことは、ぼやっと、ちょっと思いました。ただ、指定管理なので、独立した法
人なので、なかなか意思疎通は難しいところがあると思うんですけど、その辺
の文化を育むといいますか、そういった必要性はやはりあるなということはち
ょっと思いました。 
 それと、矢野委員がおっしゃったとおり、最後にも話がありましたけど、嘱
託であるということですが、多分、来月も再来月も、似たような状況なんだと、
きっと思います。なぜなら予算に限りがあるわけですから、嘱託のほうが圧倒
的に効率いいわけですから。 
 なので、そうなってくると、ノウハウなり専門性が蓄積されていかないとい
う問題は、多分どのような団体にもあり得る話だと思うので、そこをどのよう
にうまく仕組みをつくり替えていくかというようなことは、今後少し考えてい

くべきテーマなのかなと思います。 
 ちなみに、私が担当するのは体育館ですが、スポーツ施設でも、公共施設で
スポーツの指導員のノウハウが蓄積されていかないということはすごく大きな
問題になっていますので、多分国立市も御多分に漏れないんじゃないかなと予
測はしています。ちょっと分かりませんけど。 
 というわけで、一つ私の個人的な興味としては、職員の専門性をどう蓄積し
ていくかというのは、今後一貫して考えていきたいなと考えた次第です。 
 以上です。 

 
生島議長 ありがとうございます。 

 では、倉持副議長、お願いいたします。 
 

倉持副議長 倉持です。砂押委員、石居委員のおかげで、初回にもかかわらず、大分ス
ムーズにヒアリングできたかなと思います。どうもありがとうございました。 
 お話に来てくださった方も本当に率直に話してくださったので、あんまり形
式張らずに、そういう意味では、こちらがびっくりするようなことも含めて伺
えたというのは、アンケート形式ではなくヒアリングとしたかいがあるなと思
いました。 
 私も新鮮に感じた部分としては、マネジメントの部分というんでしょうか、
運営の部分、ポジションがそういう方だということもあるんですけど、私たち
としては事業について聞いているんですけど、事業の背後にあるマネジメント
の部分、人に関することもそうだし、予算に関することもそうなんですけれど、
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その部分を比較的お話の中で出てきたというのが、当然のことながら事業だけ
で成り立っているわけではないので、その基盤みたいなところを、生涯学習と

いうことで考えなくちゃいけないというのは、皆さんの意見にも表れていたと
おりかなと思います。 
 やっぱり直営ではないというところで、集客とか収益の問題というのが比較
的話の中で出てきて、かえってそれは逆に公共施設で持ちづらいというか、強
く意識しない部分だったりするので、それももちろん運営という意味では大事
だなというふうに思いながら聞いていました。 
 私自身は、今回聞いて、次以降のヒアリングの問題意識として、質か量かと
いうんでしょうか、クオリティーという単語がたくさん出てきたと思うんです
けれど、本当に国立市ならではの、高い質の学習事業というか、著名な方がい
らっしゃったり、質の高い企画を展開するということと、数だったり、それを
受ける受け手のほうの市民への広がりというところの、バランスというか、そ
こをどういうふうに捉えていくのか。連携ということと関わって、連携という

ところが数の広がりみたいなことを目指すのか、質の高まりみたいなことを目
指すのか、もちろんその両方の軸を持つのかということについて、今回少し問
題意識を持ちました。 
 もう一つ、企画性ということが度々、こちらでも話題になったんですが、職
員の体制と関わって問題になったんですけれど。職員の能力とか専門性という
ことと、企画性ということ、アウトリーチ、連携に関わってコーディネートを
するという調整的な部分というのは、全て職員が担うべきものなのか、あるい
は職員は、企画調整と通常の事務能力とどういうふうに、求められる水準とい
うか、企画性という、それこそそこの部分も共同でできたり、外に出したりす
ることで解決できないのかとかいうところも、少し問題意識としては持ちまし
た。次以降のヒアリングでまたいろいろと伺って、深めていけたらと思います。
ありがとうございます。 

 

生島議長 ありがとうございます。 
 本当に率直にお話しいただいた、初回から本当に中身の濃いヒアリングがで
きたかなと思います。司会のお二人、本当にありがとうございました。 
 では、今日の振り返りはこのくらいにいたしまして、次に進めさせていただ
きたいと思います。 
 次第３の事務局からの連絡ということですが、その前にちょっと確認ですが、
来月は郷土文化館ということで、司会をお願いしているのは中野委員と矢野委
員です。司会席はこちらになりますので、来月はぜひこちらで、よろしくお願
いいたします。 
 では、事務局からの連絡事項をよろしくお願いいたします。 

 
事務局 事務局からの連絡事項でございます。資料３と４についてでございます。 

 まず、資料３は、１２月４日に行われました都市社連協第２ブロック研修会
の要綱と、当日の資料となっております。こちらは、委員としては中野委員に
御参加いただき、倉持副議長は立川市の議長というお立場で参加されておりま
した。 
 概要といたしましては資料３のとおりでございまして、第１部は講演で、「伝
統文化を未来へつなげる社会教育」、拝島地区伝統文化保存継承委員会会長の原
島氏にお話をいただきました。その後、第２部講演、「村山大島紬について」と
いうことで、田房染織有限会社取締役の田代氏からお話をいただくという、講
演が２本立てという内容になっておりました。 
 続きまして、資料４は、１２月１１日、第２ブロック研修会の翌週に開催さ
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れました、都市社連協交流大会、社会教育委員研修会の資料でございます。概
要といたしましては、１枚おめくりいただきまして、記載のとおりでございま

す。こちらも中野委員に、当日御参加いただいております。 
 内容といたしましては、第１部は交流大会としまして、主催者の御挨拶の後、
１１月１１日に実施がございました第５２回関東甲信越社会教育研究大会の実
施報告、各ブロックで実施されたブロック研修会の報告がございました。その
後、第２部といたしまして社会教育委員研修会ということで、郷土芸能を地域
で受け継ぎ、発展させる武蔵国府太鼓の紹介とインタビューということで、武
蔵国府太鼓響会という市民グループの方々をお招きして、お話を伺うという内
容となっておりました。 
 資料３と資料４の説明は以上でございます。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 この間、２回の研修会が開かれておりまして、どちらにも中野委員が御出席

いただいていたんですけれども、中野委員、御感想とか気づきの点があったら、
一言いただければと思いますが。お願いいたします。 

 
中野委員 先に出席したのは、第２ブロックのほうです。村山のほうで行われた研修

会では、「伝統文化を未来へつなげる社会教育」というテーマで、拝島のお祭り
と村山の大島紬の話があったんですけれど。このテーマに対して、お祭りを守
っていこうということに関しましては、この団体の方は考え方として、６ペー
ジにあります祭礼とか神事を大事にしなきゃいけない、それを守っていきたい
という話があったんですけれど、そうすると信徒とか檀家の方が中心になって、
市民を巻き込むのは難しいんじゃないかなというふうに感じました。それを別
にして、お祭りはお祭りとしてやっていけば、市民の方が参加しやすいのかな
と感じました。 
 村山大島紬のほうは、お仕事としてやられているわけですので、文化を守る

という観点からすると、大島紬を守るのであれば、企業としてはどういった使
い方をするのか。大島紬を単なる衣類として残すというのはなかなか難しいと
思うんですね。それを着る方というのは減る一方なわけですから。繊維も、絹
をどういうふうに使って、そういう開発をするといいますか、そういったとこ
ろに力を入れたほうがいいんじゃないかなと、聞いていて思いました。 
 府中のほうでは、最初に関東甲信静の振り返りがあって、小さな学びが大事
だ、地域が大事だというような振り返りがあって。そういうことからすると、
ＰＴＡからの脱退が相次いでいるとか、地域を無視するような流れが止まらな
いというようなことが問題だという話がありまして。それで研修会に入って、
府中の武蔵国府太鼓という団体といいますか、市が主宰しているようなんです
けれど、そこの会長以下の方がお話とセッションをされたんですけれど。子供
のときからそういう団体に入っているということは、社会教育の場としてすご

いことだなと、本当に子どものときから大人と付き合っているわけですので、
そこで物すごい学びをされているなという感じがしました。 
 そういった中で、府中の伝統文化を社会教育につなげているというのは、素
晴らしいことをやっているんだなと、つくづく感じました。 
 話は戻っちゃって申し訳ないですけれど、関東甲信越静のときの基調講演、
倉持先生がお話しされた中でも、困難にぶち当たったとき乗り越える力をつけ
るというような、そういった教育がやっぱり必要かなと。そういった言葉があ
るのかどうか分からないですけれど、レジリエンス教育みたいなものが必要な
んじゃないかなと、全体を振り返りながら感じました。 
 以上です。 
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生島議長 ありがとうございます。 

 倉持副議長も、立場は違いますけれども、その場にいていただいたというこ
とで、何か一言あれば、ぜひお願いいたします。 

 
倉持副議長 １２月４日の武蔵村山市での研修会は、すごく面白かったんですけど、

伝統文化というのはただ引き継いでいくものじゃなくて、時代、時代に応じた
困難みたいな、それは上からの統制みたいなものだったり、金銭的なものだっ
たり、あるいは住民の理解だったりするんですけど、そういうのを乗り越えて
守り続けるものと、つくっていくものみたいなものがあると。当たり前のこと
なのかもしれないですけど、例えば昭島のお祭りのほうの原島さんなんか、本
当に青年の頃からというか、何十年もその活動をやられていて。だけど、ずっ
と同じことをやっているかというと、そのとき、そのときの困難を乗り越えて
いらっしゃる、その語りがすごく印象的でした。 

 村山大島紬のお話も、村山はこの辺の多摩地域で唯一駅のない市ですという
お話から始まったんですけど、そういうのどかな地域の中で、地域の特性とア
イデンティティーとか、歴史みたいな部分も関わりつつ、それを周りの人に、
住民にも理解してもらいながら、地域の誇りある文化、国にも理解してもらう
ような文化として、どうつくり上げていくかというような、お二人ともその道
で長くやってこられた方の話だったので、今の中野委員のお話じゃないですけ
ど、困難に打ち勝ちながらも、しかし、仲間を一緒に巻き込みながら、あるいは
行政の理解を得ながら展開していって、発信していくということの重要なプロ
セスに、やっぱり学びというのがあるんだなと改めて感じさせられて、とても
面白かったというか、勉強になりました。 
 来年、第２ブロック研修会は立川市が幹事市なんです。ぜひ御参加いただけ
ればと思います。御協力ください。よろしくお願いします。 

 

生島議長 ありがとうございました。 
 では、今日の議題はこれで終わりになります。事務局から、最後に御案内を
お願いいたします。 

 
事務局 次回の開催日程の御連絡でございます。 

 次回は１月２５日火曜日、午後７時から、こちら同じ国立市役所３階の第１・
第２会議室で開催いたします。次回は、施設担当者ヒアリングの郷土文化館の
パートとなります。 
 御連絡は以上でございます。 

 
生島議長 ありがとうございました。 

 その他、御質問等ございますでしょうか。よろしいですか。 

 なければ、これをもちまして本日の会議を終了いたします。どうも皆さん、
お疲れさまでございました。どうぞよい年をお迎えください。 

 
―― 了 ―― 

 


